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本実践研究では、中学校英語科において、学習に取り組む際、自分の能力を

考えて教材を選択し、学習を進めることができる生徒の育成を目指した。その

ために、手立てとして、OPPAシートと基本的心理欲求理論を用いた。OPPAシー

トでは、生徒が毎時間の目標設定と振り返りを OPPA シート上に行い、OPPA シ

ートを通して生徒が自分の能力を把握することで、教材を選択する場面で自分

に合った教材を選択できることを目的とした。基本的心理欲求を用いた活動で

は、自律性欲求充足、有能性欲求充足、関係性欲求充足を行うことを目的とし

た。 

教科書一単元における全７時間で実践を行ったところ、成果として、生徒は

自分の得意・不得意を把握することができたり、また、難易度別教材を選択す

る場面において、自分の学習履歴を参考に、自分に合った教材を選択できるよ

うになったりした。また、生徒の自律性と有能性欲求が充足され、教材に取り

組む姿が変容した。しかし、OPPAシートに長期的に取り組み、自分自身に関し

ての内省を促す活動を設けたり、1人 1人の学習状況を OPPAシートを通して指

導者が確認を行い、必要に応じて生徒に声かけや、丁寧な個別指導が必要であ

るという課題が得られた。 

 

 

 

 

 

 


